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クランクシャフト概略図 

 
 
不具合の内容 
ロータリ除雪車において、過大な負荷の伝達を防止するための部品の設計が不適切なため、除雪装置

からの過大な負荷が、原動機のクランクシャフトに伝わることがある。そのため、当該シャフトに過

大な負荷が繰り返し加わると、クランクシャフトに亀裂が生じ、そのままの状態で使用を続けると、

折損して、異音が生じ、回転が不安定となるおそれがある。 
改善措置の内容 
全車両クランクシャフトを点検し、 
（１）亀裂があった場合は、クランクシャフトを新品に交換すると共に、シャーピンを対策品に交 

換する。 
（２）亀裂がない場合は、シャーピンを対策品に交換する。 

識別：改善実施済車には、運転者席側ドア開口部のドアロックストライカー付近に、No.3641 のステ

ッカーを貼付する。 

 
 
シャーピン模式図 
せん断溝(φｄ)によって動力を伝えるが、過負荷トルクに対してはせん断する。 
Φd を小さく設定することで、設定せん断トルクを低くし、機械保護機能が確実に働く。 
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